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Ｑ１  相手方が話し合いに来てくれない場合は、どうなるのですか。 

Ａ） 医療ＡＤＲでは、相手方に出席を強制することはできません。あっ

せん人や手続管理者から相手方にＡＤＲの意義について説明します

が、それでも出席しないときには、それ以上手続を進めることはでき

ません。 

なお、医療ＡＤＲが創設されてから１８か月間の統計では、相手方

が出席に応諾した割合は約６割です。 

  

Ｑ２ 医療機関側に有利な判断がなされるということはありますか。 

Ａ） 患者側代理人の経験が豊富なあっせん人も、医療機関側代理人の経

験が豊富なあっせん人も、あくまでも中立公正の立場で手続に関与し

ます。いずれかの立場の主張を手助けするということはなく、一方の

当事者に有利な判断をするものではありません。 

  

Ｑ３ 

私は、医療機関から損害賠償金を支払ってもらいたいと考えていま

す。医療ＡＤＲの申立てをして、医療機関が期日に出席したときには、

必ず医療機関から損害賠償金の支払いを受けられるのですか。 

Ａ） 医療ＡＤＲは、当事者間における話し合いを支援する手続です。相

手方（医療機関）が、申立人（患者）に何らかの金銭を支払う必要は

あると考えている場合には、あっせん人は、当事者双方の意見や要望

に配慮しつつ、金銭の支払いについて話し合いを進めます。 

しかし、相手方が、患者に診療経過や適切な医療であったことを説

明したいだけで、金銭を支払う意向はないという場合もあります。こ
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の場合、申立人が説明だけでは納得できず、相手方の意向も変わらな

ければ、話し合いを続けても解決にいたる可能性はありませんので、

その時点で手続は終了します。（相手方が期日に出席したからといっ

て、必ず損害賠償金の支払いを受けられるとは限りません。「ご利用

いただく方へ」のＱ＆ＡのＱ１２もご参照下さい。） 

  

Ｑ４ 申立ての方法を教えて下さい。 

Ａ） 医療ＡＤＲの申立ては、申立書の提出によって行います。申立書の

書き方については、窓口にお問い合わせいただくか、各弁護士会仲裁・

紛争解決センターのホームページに申立書書式がありますので、ご覧

下さい。 

  

Ｑ５ 
東京の三弁護士会にそれぞれ医療ＡＤＲがありますが、どの弁護士

会に申立てをすればよいのですか。 

Ａ） 東京の三弁護士会の医療ＡＤＲは、おおむね同じ手続です。医療事

件の経験豊富な弁護士としてあっせん人名簿に掲載されている弁護士

も、三弁護士会共通です。したがって、どの弁護士会に申立てていた

だいても結構です。 

  

Ｑ６ 
申立てをするときには、必ずカルテのコピーを提出する必要があり

ますか。 

Ａ） 必ずしもカルテのコピーを提出する必要はありません。しかし、話

し合いをスムーズに進めるためには、どのような診療が行われたのか

 を、あっせん人も理解する必要があります。 
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カルテは、診療の内容を知るために有益な資料ですので、申立人が

カルテのコピーを入手しているときには、提出いただくことが多いで

す。 

 なお、ケースによっては、相手方の了解が得られれば、相手方から

カルテのコピーを提出していただく場合もあります。 

  

Ｑ７ 

母が病院で急変して死亡しました。私は、病院にお金を請求するつ

もりはありませんが、第三者の立ち会っている場で、母の死因につい

て、医師から説明を受けたいと希望しています。「あっせん人の立ち

会っている場で、説明することを求める」という内容の申立でも、受

け付けてもらえますか。 

 Ａ）  医療ＡＤＲは、医療紛争に関する当事者間の自主的な紛争解決を支

援する手続であり、金銭請求もできますが、それ以外の事項について

も話し合うことができます。 

診療経過や死因・後遺障害の原因について説明を求めて申し立てる

こともできます。 

  

Ｑ８ 

病院にカルテを見せてほしいと行ったところ、断られてしまいまし

た。「病院に対してカルテ開示を求める」という申立てでも、受け付

けてもらえますか。 

Ａ）  医療ＡＤＲは、医療紛争に関する当事者間の自主的な紛争解決を支

援する手続であり、金銭請求もできますが、それ以外の事項について

も話し合うことができます。 

カルテの開示を求めて申し立てることもできます。 
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Ｑ９ 

私は、医学の素人であり口下手なので、医療側の弁護士や病院の事

務局長がいる場所では、うまく自分の意見を言うことができません。

このような場合、手続において配慮してもらえるのですか。 

Ａ）  あっせん人は、申立人・相手方の双方ともが自分の意見を適切に述

べることができるように、手続を進めるにあたり配慮します。 

 


